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　皆さんも普段からポスター印刷や顔写真の撮影などで

お世話になっている映像技術室の重田さんと鈴木さんに

今号の表紙に登場していただきました。映像技術室はご存

知のようにプリントサービスだけでなく、イベントや会議

の写真撮影、ビデオ撮影・編集などさまざまな映像に関す

る仕事を行っています。写真にもあるように、最新のフル

サイズ一眼からビデオ撮影システムを揃え、必要とあれば

国内外のさまざまな場所に出張して撮影していただくこ

とも可能とのことです。またこれらの撮影機材の一部は貸

出も行っているということですので、皆さんにとっても最

高の機材を使ってみる良い機会ではないでしょうか。

　最近では生研ホームページで配信するための研究室の

紹介ビデオを作成するなど、本所全体の広報活動には欠

かせない役割を果たしています。また今後はコンベン

ションホールなどで開催される会議の映像をライブ配信

するなど、映像に関するサービスを拡充させていきたい

とのこと。実験やイベント、会議を開催の際には、その

貴重な瞬間を美しい映像として記録、配信するためにも、

まずは映像技術室に相談してみては如何でしょうか？

（大石岳史）

●左より
映像技術室
鈴木　恵二

重田　琢也



2

R E P O R T S

生研ニュース　No.154

　2015 年 3 月 3 日（火）・4 日（水）に、本所 An 棟コン
ベンションホールにて、第 23 回生研フォーラム「宇宙か
らの地球環境・災害のモニタリングとリスク評価」が開催
されました。生研フォーラム史上最大の 109 名もの方々に
ご出席いただきました。
　本年度は、北海道から長崎まで全国から駆けつけていた
だき、69 件の研究発表が行われました。初の試みとして、
27 件（うち 7件は留学生）の学生さんによる発表はすべ
てポスター発表とし、事前に提出いただいた 3分間ブリー
フィング音声録音ファイルに、QRコード経由でスマート
フォンからアクセスする企画も好評を博しました。ポス
ターセッションでの議論は予想以上に白熱し、1時間では
収まりきらず、うれしい悲鳴でした。参加者全員による投
票の結果、吉田奈津妃（本学大学院修士 2年）、水落裕樹
（筑波大学大学院修士 2年）、城内宏海（本学大学院修士 2
年）の 3名に対して学生論文賞が授与されました。閉会式
では、表彰状と副賞として、日本リモートセンシング研究
会（JARS）から発行されている「図解リモートセンシング」
が手渡されました。吉田さんと水落さんは引き続き博士課
程に進学されるとのことで、これを励みに研究に邁進して
いただきたい次第です。

　また、文部科学省 GRENE 事業 環境情報分野（代表 
今須良一 本学大気海洋研究所）の協力を得て、特別セッ
ションも行われ、環境と災害の情報に関わる研究者間の交
流が促進されました。参加者の方々からいただいたアン
ケートでは「発表後に普段は接する機会が少ないリモセン
専門家にコメントをいただいたりと、よい勉強になりまし
た。」や「生研らしさがにじみ出ていて良かった。ぜひ継
続して頑張って欲しい。」などの温かいご意見を頂戴して
おります。通常の学会では集約的に取り扱うことが難しい
体系的な成果や技術的な討論は、懇親会の場でも議論が深
まったようです。
　なお、本フォーラムは、東京大学生産技術研究所 特別
研究経費による助成を受け、RGOE（Research Group of 
Excellence）の活動として認定されております。予想をは
るかに超えるご参加をいただいたため、不便な点があった
とは思いますが、皆様にいただいたアンケートを参考に、
より良い会となるよう努力していく所存です。来年度も引
き続きご支援のほど、どうぞよろしくお願いいたします。

（地球環境工学研究グループ　代表
　人間・社会系部門　准教授　竹内　渉）

第23回 生研フォーラム開催報告
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　3月 4日 (水) に、本学経済学研究科学術交流棟・小島ホー
ルにおいて、本学リサーチ・アドミニストレーター推進室
と本所の共催で、第１回リサーチ・アドミニストレーショ
ン・セミナーが開催された。
　第 1回となる今回は、「国際研究ネットワーク構築と欧
州研究資金獲得に向けて」と題して、羽田正副学長（国際
本部長）による国際共同研究ネットワーク構築の必要性に
ついての講演に続き、欧州の研究資金の日本の研究機関や
研究者による活用方法に関して、EU関連の事業関係者ら
が情報提供を行った。セミナー全体の司会は本所の西村薫
URAが行い、後半のパネルディスカッションには本所か
らLIMMS前ディレクターとしてEU関連の共同研究に長
く関わってこられた藤井輝夫教授（4月より本所所長）が
パネリストとして参加した。LIMMSのナタリー・フラン
セスEUプロジェクトマネージャーと、EUのマリー・キュ
リー・フェローとして本所に在籍中のマウリツィオ・グッ

ロ外国人協力研究員による事例紹介もあり、本所が欧州研
究資金獲得について先進的な取り組みを行っていることが
示された。
　セミナーには学内からの参加のみならず、学外および海
外からの研究者・URAも含めて約 50 名が参加し、活発な
質疑応答が行われた。また、セミナー終了後のオープン・
ネットワーキング・セッションでも多くの方々が熱心に
ディスカッションを行い、国際研究ネットワークの構築や
欧州研究資金の獲得への関心の高さがうかがえた。
　プログラムの詳細と資料は東京大学研究大学強化促進事
業HPおよびリサーチ・アドミニストレーター推進室HP
で参照できる。
http://www.dipros .adm.u-tokyo.ac . jp/report/25-
head/37-2015-03-09-04-34-16
http://webpark1691.sakura.ne.jp/archives/361
（リサーチ・マネジメント・オフィス　URA　西村　薫）

第１回リサーチ・アドミニストレーション・セミナー
「国際研究ネットワーク構築と欧州研究資金獲得に向けて」開催

小野幸嗣研究推進部長による挨拶

ナタリー・フランセスEUマネージャー

藤井輝夫教授の説明 パネルディスカッション

会場の様子マウリツィオ・グッロ外国人協力研究員
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　3月 5日（木）本学伊藤謝恩ホールにおいて、池内克史
教授およびOlivier Faugeras 教授（INRIA）の大川賞受賞
を記念してシンポジウムが開催された。両教授は長年にわ
たってコンピュータビジョン分野において多大な功績を
おさめられ、その情報通信分野に対する貢献が認められ
て今回の受賞となった。このシンポジウムでは、同じく
コンピュータビジョン分野の第一線で活躍されている佐
藤洋一教授、西野恒准教授（Drexel University）、Shree 
K. Nayer 教授（Columbia University）、Harry Shum 博士
（Microsoft）からそれぞれ最新の研究についての講演が
あった。その後、坂内正夫名誉教授から大川賞について、
金出武雄教授（Carnegie Mellon University: CMU）からは
受賞者二人の功績がCMU在籍時代のエピソードを交えて
紹介された。Faugeras 教授の受賞記念講演は、「Computer 

Vision and Computational Neuroscience」という題目でカ
メラ校正から脳科学への展開までこれまでの功績を振り
返るものであった。池内教授からは「From Shape from 
Shading to e-Heritage」という題目で、明るさ解析による
3次元復元からサイバー考古学まで、CMU時代から本学
までの研究の歴史を交えた講演があった。池内教授の講演
は本学における最終講義でもあり、ホールが溢れるほど盛
況であった。シンポジウム終了後は山上会館において懇親
会が開催され、参加者にとっては研究の思い出を語り、お
二人の受賞を祝福する貴重な時間となった。
　今後も研究活動を続けられる池内教授、Faugeras 教授
の益々のご活躍をお祈りしています。
（次世代モビリティ研究センター　准教授　大石岳史）

大川賞記念コンピュータビジョンシンポジウム開催
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　2014 年 10 月に（株）サノフィと本学との間で、炎症性
疾患における共同研究契約を締結しました。本研究は本所・
炎症・免疫制御学社会連携研究部門が中心となって推進す
ることになります。炎症は、発赤、熱感、腫脹、疼痛を特
徴とする症候で、細菌やウイルスなどの感染に対する生体
の防御を担う反応です。従って、炎症は生体の健康維持に
必須の反応ですが、一方で感染などによってそれが長期に
わたり持続したり過剰になった場合には多くの病気の原因
となることが知られています。すなわち、炎症の研究は免
疫系にとどまらず、代謝系、がん、血液・循環器系、ある
いは脳・神経系など多くの研究分野を包含した疾患研究へ
と広がっています。

　我々はこれまでの研究により、特定の配列をもつ核酸化
合物が、炎症性疾患の免疫制御分子と結合することにより、
その分子の免疫反応促進作用を阻害することを明らかにし
ました。今回のサノフィとの共同研究においては、さまざ
まな炎症性疾患モデルで、この核酸化合物の有効性を確認
し、さらに有効な核酸化合物の創出を行うことなどにより、
ウイルス性肝炎、敗血症、がん、自己免疫疾患等の疾患へ
の新規治療法の実現化を目指しています。みなさまのご支
援をよろしくお願い致します。
（東京大学MaxPlanck 統合炎症学国際連携研究センター

　特任教授　谷口維紹）

「記者発表」
東京大学とサノフィ　炎症性疾患およびがん領域における共同研究契約を締結
－オープンイノベーションの推進により、新たな分子標的薬の創出を推進 －

　海洋探査システム連携研究センターでは、理学と工学の
相互交流を目的として、年 2回、海中海底工学フォーラム
を開催している。本フォーラムは、第 12 回目に生研フォー
ラムとして開催されて以来、回を重ねる毎に参加者が増え
おり、2015 年 4 月 10 日（金）に開催された「第 55 回海
中海底工学フォーラム」では、323 名の参加者、150 社の
企業から参加があった。
　このように、「海」に関わる研究者ならびに企業人らの
関心が高まる中、表層型メタンハイドレート探査プロジェ
クト紹介に始まり、巨大鉄鋼層記録に基づく地球環境変動
の考察、MRI による二枚貝水流の動態観察、水中ホログ

ラフィック顕微鏡による藻類観測、東北沖の地震津波観測
システム、自律型海中・洋上ロボットの協調制御によるマ
ンガンクラストの高精度マッピング、フィリピン沿岸域の
ジュゴンの観察と餌場調査など、多岐に渡る分野から最新
の研究が紹介され、知的刺激に満ちた会合であった。今回、
企業側の講演はなかったが、海中海底研究に多くの興味が
向いている今こそ産学連携力をより一層強化し、それによ
り生み出される新しい研究を、我々若手人材らが自らの成
長とともに発展させていければと思う。

（海洋探査システム連携研究センター
　特任助教  水野　勝紀）

第55回海中海底工学フォーラム

R E P O R T S
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　2015 年 3 月 16 日（月）夕刻に 2014 年度第 5回の生研
サロンが開催されました。今回はまず、ソシオグローバル
情報工学研究センターの合田和生特任准教授に「超高速
データベースエンジン開発～革新的なシステムソフトウェ
アを創るための底力」と題して話題提供をしていただきま
した。今話題のビッグデータに関する情報工学の最新動向
を含めてわかりやすく解説していただき、その後の質疑応
答も大いに盛り上がりました。
　続いて、機械・生体系部門の北澤大輔准教授に「これか
らの研究倫理を考える」と題して、お話しいただきました。
これは、企画運営室の検討課題の一つである「研究倫理ア
クションプランを受けた部局対応」についての議論の現状
を、企画運営室員である北澤准教授に解説していただいた
ものです。本学で研究不正が起こった場合の予備調査に関

する規則、文科省の新たな「研究活動における不正行為へ
の対応等に関するガイドライン」についての説明の後、本
所における研究倫理教育の実施方法、研究データの保存
方法等について企画運営室で議論した内容が紹介されまし
た。その後、そもそもなぜ研究倫理を守る必要があるかを
まずはっきりさせる必要がある、との意見に始まり、さま
ざまな意見や質問が出て、活発な議論がなされました。
　今回で、2014 年度の生研サロンは終わりです。2014 年
度は、新たな試みとして、特任の先生方に話題提供をして
いただくことと、今回の「研究倫理に関する部局対応」の
ような生研構成員全員の関心事に関する話題提供・フリー
ディスカッションを取り入れました。

（企画運営室　人間・社会系部門　大口敬、
基礎系部門　枝川圭一）

第５回生研サロンが開催される
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　ERATO 竹内バイオ融合プロジェクトでは、独自の
方法でグラフェンの帯状構造（グラフェンナノリボ
ン、GNR）を作製することに成功し、学術誌「Nature 
Nanotechnology」に発表した。本研究成果は、2015 年 3
月 24 日のプレスリリースで発表された。
　当グループでは、主に有機材料と細胞などの生体材料を
用いた立体組織作製を提案する一方、センサやロボティク
ス分野に必須の材料である無機ナノマテリアルと生体材料
の組み合わせについても研究を行ってきた。今回、まず常
温の水溶液中でシアン化金がグラフェンの結晶構造に沿っ
てナノサイズの繊維状構造（ナノワイヤ）を自己組織化に
より形成することを発見した。次に、このナノワイヤを

利用してグラフェンをエッチングすることで、GNRを作
製することに成功した。グラフェンナノリボンにはアーム
チェア型とジグザグ型が存在するが、その作り分けは実現
されていなかった。今回得られたGNRはジグザグエッジ
方向に整列しており、ジグザグ型のGNRが形成されてい
る可能性がある。
　GNRは、スピントロニクス用デバイスの部品として利
用できると考えられており、本成果はグラフェンの応用可
能性を大きく広げるものと期待される。

（機械・生体系部門　竹内（昌）研
　特任研究員　安達　亜希）

「記者発表」
世界最薄のリボン！？

～トップダウンとボトムアッププロセスの融合によるグラフェンナノリボンの形成に成功～

グラフェン（背景）上に自己組織化するナノワイヤ（棒状構造）と、それを利用して作製されるGNR（格子状構造）のイメージ図。
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　平成 27 年 3 月 25 日（水）の 14:00 ～ 17:00 に、岩手県
立釜石高等学校において、第 5回 OETR シンポジウムが
開催された。本シンポジウムは、木下健名誉教授、黒﨑明
特任教授、林昌奎教授、北澤大輔准教授、太田浩史講師を
中心として、平成 23 年 7 月に形成されたOETR連携研究
グループが開催しているものである。
　今回のシンポジウムでは、基調講演として、本所元特
任教授の髙川真一氏、大阪大学特任教授の秋元博路氏よ
り、洋上風力エネルギー活用に向けた技術開発や、浮遊軸
型風車の開発に向けた最新情報について紹介があった。ま
た、太田講師より、海洋エネルギーを活用した港湾都市再
生に向けて、情報のデリバリーとシビックプライドに関す
る講演があった。次に、釜石・大槌地域産業育成センター

の小笠原順一事務局長より、今後釜石市で展開される「リ
ニア式波力発電」プロジェクト、北澤准教授より、海外の
海洋エネルギー実証フィールド先進地訪問について報告が
あった。さらに、釜石高等学校の一年生有志による海洋エ
ネルギー理解促進パンフレットの作成に関する発表があっ
た後、黒﨑明特任教授より総括がなされた。
　海洋エネルギーに関する活発な質疑応答がなされるとと
もに、海洋エネルギー理解増進パンフレットからは、釜石
高等学校の生徒の熱意が伝わり、釜石市において海洋エネ
ルギーに対する関心が確実に高まってきている様子が感じ
られた。

（機械・生体系部門　准教授　北澤　大輔）

第5回海洋エネルギーによる東北再生
（OETR：Ocean Energy for Tohoku Regeneration）シンポジウム開催
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　本所と岩手県・釜石市は、平成 27 年 3月 26 日（木）に、
岩手県庁にて、海洋再生可能エネルギー研究に関する連携
協力協定を締結した。同協定は、海洋再生可能エネルギー
活用技術の研究開発を推進するとともに、新産業創出等に
寄与することを目的としたものである。
　本所のOETR 連携研究グループは、岩手県釜石市をモ
デル地域として、海洋エネルギーを軸とした都市再生に関
する研究を行ってきた。本研究グループは、内閣官房総合
海洋政策本部による海洋再生可能エネルギー実証フィール
ドとして、釜石沖の選定を支援してきた。そして 4月 3日
（金）には実証フィールドとして追加選定された。平成 26

年 12 月からは、国立研究開発法人新エネルギー・産業技
術総合開発機構の研究プロジェクト「リニア式波力発電」
が開始されており、本研究グループも釜石市で研究開発を
展開する予定となっている。
　本協定の締結により、本所、岩手県及び釜石市の密接な
連携と協力のもと、実証フィールドの構築、研究プロジェ
クトを通じた新産業創出及びそれを支えるものづくり技術
の高度化、海洋再生可能エネルギーに関連した人材の育成
をより強力に推進していきたい。

（機械・生体系部門　准教授　北澤　大輔）

岩手県・釜石市と海洋再生可能エネルギー活用技術の
研究開発にむけた連携協力協定締結
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　文部科学省『「ポスト ｢京｣ で重点的に取り組むべき社
会的・科学的課題に関するアプリケーション開発・研究
開発」重点課題』プロジェクトにおいて実施される９つ
の重点課題の内、重点課題⑧「近未来型ものづくりを先
導する革新的設計・製造プロセスの開発」（責任者：本所 
加藤千幸教授）ならびに重点課題⑥「革新的クリーンエネ
ルギーシステムの実用化」（責任者：工学系研究科 吉村忍
教授）が、平成 26 年 12 月に採択されました。
　両重点課題は、広い意味での「ものづくり」関連分野で
あり、効果的・効率的取り組みを行うため、より連携を密
にした研究開発活動を実施することで合意しました。

　3月 20 日（金）に本所An棟コンベンションホールにお
いて開催した、第 1回ポスト「京」重点課題⑥・⑧合同シ
ンポジウムでは、近未来のものづくりとエネルギーの諸問
題に関して、ポスト ｢京｣ の計算資源を駆使することによっ
て初めて拓ける「ものづくり」の新しい可能性を議論する
とともに、両課題のアプリケーション開発における成果を、
産業界も含めた広いニーズに合った期待度の高いものにす
るためいろいろな角度からの議論がなされました。当日は
160 名以上の方々に参加いただき、活発な意見交換が行わ
れました。

（革新的シミュレーション研究センター　加藤　千幸）

第1回ポスト「京」重点課題⑥・⑧合同シンポジウム
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■外国人客員研究員
氏　　名 国籍・所属 研究期間 受入研究室

CHENG, Jianjun（程　建
軍）

中華人民共和国 2015/6/1 ～ 2015/12/20 人間・社会系部門　村松　伸　
　教授

V I S I T S

■人事異動
生産技術研究所　教員等
（退職）

発令年月日 氏　　名 異動内容 新職名・所属 旧職名・所属
H27. 3.31 杉山　澄雄 定年退職 － 助教

機械・生体系部門
H27. 3.31 大堀　真敬 定年退職 － 助手

機械・生体系部門
H27. 3.31 岩船由美子 辞 職 特任教授 准教授

附属エネルギー工学連
携研究センター

H27. 3.31 太田　浩史 辞 職 一級建築士
デザインヌーブ一級建
築士事務所

講師
人間・社会系部門

H27. 3.31 更田　裕司 辞 職 研究員
国立研究開発法人産業
技術総合研究所

助教
情報・エレクトロニク
ス系部門

（採用）

発令年月日 氏　　名 異動内容 新職名・所属 旧職名・所属
H27. 4. 1 前田　正史 採 用 教授

附属サステイナブル材
料国際研究センター

東京大学　理事

発令年月日 氏　　名 異動内容 新職名・所属 旧職名・所属
H27. 4. 1 村松　　伸 採 用 教授

人間・社会系部門
教授
総合地球環境学研究所

H27. 4. 1 貝塚　　勉 採 用 助教
機械・生体系部門

特任研究員（特定短時間）

H27. 4. 1 ISLAM  A K 
MAHFUZUL

採 用 助教
情報・エレクトロニク
ス系部門

博士後期課程
京都大学大学院情報学研
究科通信情報システム専
攻

H27. 4. 1 郷右近英臣 採 用 助教
附属都市基盤安全工学
国際研究センター

博士後期課程
東北大学大学院工学研究
科土木工学専攻

H27. 4. 1 中楚　洋介 採 用 助教
附属都市基盤安全工学
国際研究センター

博士課程
大学院工学系研究科建築
学専攻

（任期付教員）

発令年月日 氏　　名 異動内容 新職名・所属 旧職名・所属
H27. 4. 1 田中　　肇 任期更新 教授

基礎系部門
－

■外国人協力研究員
氏　　名 国　　籍 研究期間 受入研究室

ZHENG, Jianlin（鄭　建
林）

中華人民共和国 2015/4/1 ～ 2015/10/15 情報・エレクトロニクス系部門
　藤田　博之　教授

PANG, Yuan（厖　媛） 中華人民共和国 2015/4/1 ～ 2016/3/31 物質・環境系部門　酒井　康行
　教授

BEEKMAN, Pepijn オランダ 2015/4/15～2015/10/31 機械・生体系部門　竹内　昌治
　教授

ZULIANI, Jocelyn E カナダ 2015/4/21 ～ 2015/8/20 物質・環境系部門　森田　一樹
　教授

WINZEN, Andrea ドイツ連邦共和国 2015/6/1 ～ 2016/5/31 機械・生体系部門　大島　まり
　教授

DE RUTTE,  Jo s eph 
Michael

アメリカ合衆国 2015/6/18 ～ 2015/9/21 機械・生体系部門　竹内　昌治
　教授

■博士研究員
氏　　名 国　　籍 研究期間 受入研究室

HUANG, Xiangqi（黄　
湘琦）

中華人民共和国 2015/4/1 ～ 2015/4/22 情報・エレクトロニクス系部門
　大石　岳史　准教授

HU, Huaichin（胡　懐今） 台湾 2015/4/1 ～ 2016/3/31 情報・エレクトロニクス系部門
　大石　岳史　准教授

ROXAS, Menandro Dela 
Cruz

フィリピン 2015/4/1 ～ 2016/3/31 情報・エレクトロニクス系部門
　大石　岳史　准教授

SEO, Dongjun（徐　東準） 大韓民国 2015/4/1 ～ 2015/9/28 物質・環境系部門　迫田　章義
　教授

GO, Taeyong（高　兌溶） 大韓民国 2015/5/1 ～ 2016/3/31 人間・社会系部門　野城　智也
　教授

P E R S O N N E L
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P E R S O N N E L
発令年月日 氏　　名 異動内容 新職名・所属 旧職名・所属
H27. 4. 1 合原　一幸 任期更新 教授

情報・エレクトロニク
ス系部門

－

H27. 4. 1 志村　　努 配 置 換 教授
附属光電子融合研究セ
ンター

－

H27. 4. 1 平川　一彦 配 置 換 教授
附属光電子融合研究セ
ンター

－

H27. 4. 1 井上　博之 配 置 換 教授
物質・環境系部門

－

H27. 4. 1 須田　義大 配 置 換 教授
附属次世代モビリティ
研究センター

－

（所長・附属研究施設長）

発令年月日 氏　　名 異動内容 新職名・所属 旧職名・所属
H27. 4. 1 藤井　輝夫 兼 務 所長 －

H27. 4. 1 佐藤　洋一 兼 務 副所長 －

H27. 4. 1 岡部　　徹 兼 務 副所長 －

H27. 4. 1 岸　　利治 兼 務 副所長 －

H27. 4. 1 須田　義大 兼 務 附属千葉実験所所長 －

H27. 4. 1 加藤　千幸 兼 務 附属革新的シミュレー
ション研究センター長

－

H27. 4. 1 目黒　公郎 兼 務 附属都市基盤安全工学
国際研究センター長

－

H27. 4. 1 佐藤　洋一 兼 務 附属ソシオグローバル
情報工学研究センター
長

－

（兼務教員）

発令年月日 氏　　名 異動内容 新職名・所属 旧職名・所属
H27. 4. 1 大島　まり 兼 務 教授

機械・生体系部門
教授
大学院情報学環

H27. 4. 1 瀬崎　　薫 兼 務 教授
情報・エレクトロニク
ス系部門

教授
空間情報科学研究セン
ター

H27. 4. 1 年吉　　洋 兼 務 教授
附属マイクロナノメカ
トロニクス国際研究セ
ンター

教授
先端科学技術研究セン
ター

H27. 4. 1 尾張　眞則 兼 務 教授
物質・環境系部門

教授
環境安全研究センター

H27. 4. 1 森田　一樹 兼 務 教授
附属サステイナブル材
料国際研究センター

教授
大学院工学系研究科

H27. 4. 1 柴崎　亮介 兼 務 教授
人間・社会系部門

教授
空間情報科学研究セン
ター

H27. 4. 1 目黒　公郎 兼 務 教授
附属都市基盤安全工学
国際研究センター

教授
大学院情報学環

H27. 4. 1 中野　公彦 兼 務 准教授
附属次世代モビリティ
研究センター

准教授
大学院情報学環

H27. 4. 1 高宮　　真 兼 務 准教授
情報・エレクトロニク
ス系部門

准教授
大規模集積システム設
計教育研究センター

H27. 4. 1 根本　利弘 兼 務 准教授
情報・エレクトロニク
ス系部門

准教授
地球観測データ統融合
連携研究機構

H27. 4. 1 上條　俊介 兼 務 准教授
附属ソシオグローバル
情報工学研究センター

准教授
大学院情報学環

H27. 4. 1 TIXIER 
EPOUSE 
MITA AGNES 
LAURE MARIE 
BEATRICE

兼 務 准教授
附属マイクロナノメカ
トロニクス国際研究セ
ンター

准教授
先端科学技術研究セン
ター

H27. 4. 1 芳村　　圭 兼 務 准教授
人間・社会系部門

准教授
大気海洋研究所

H27. 4. 1 沼田　宗純 兼 務 講師
都市基盤安全工学国際
研究センター

講師
大学院情報学環

発令年月日 氏　　名 異動内容 新職名・所属 旧職名・所属
H27. 4. 1 佐藤　光三 兼 務 教授

附属エネルギー工学連
携研究センター

教授
大学院工学系研究科

H27. 4. 1 堂免　一成 兼 務 教授
附属エネルギー工学連
携研究センター

教授
大学院工学系研究科

H27. 4. 1 岡本　幸司 兼 務 教授
附属エネルギー工学連
携研究センター

教授
大学院工学系研究科

H27. 4. 1 藤井　康正 兼 務 教授
附属エネルギー工学連
携研究センター

教授
大学院工学系研究科

H27. 4. 1 菊地　隆司 兼 務 准教授
附属エネルギー工学連
携研究センター

准教授
大学院工学系研究科

H27. 4. 1 日高　邦彦 兼 務 教授
附属エネルギー工学連
携研究センター

教授
大学院工学系研究科

H27. 4. 1 津本　浩平 兼 務 教授
物質・環境系部門

教授
大学院工学系研究科

（客員部門）

発令年月日 氏　　名 異動内容 新職名・所属 旧職名・所属
H27. 4. 1 笠井　秀明 委 嘱

称号付与
講師（客員教授）
高次協調モデリング部
門

－

H27. 4. 1 岩田　悟志 委 嘱
称号付与

講師（客員教授）
附属次世代モビリティ
研究センター

－

H27. 4. 1 呉　　光強 委 嘱
称号付与

講師（客員教授）
機械・生体系部門

－

H27. 4. 1 小野　謙二 委 嘱
称号付与

講師（客員教授）
革新的シミュレーショ
ン研究センター

－

H27. 4. 1 川口　勝義 委 嘱
称号付与

講師（客員教授）
機械・生体系部門

－

H27. 4. 1 小高　俊彦 委 嘱
称号付与

講師（客員教授）
附属ソシオグローバル
情報工学研究センター

－

H27. 4. 1 陳　　洛南 委 嘱
称号付与

講師（客員教授）
情報・エレクトロニク
ス系部門

－

H27. 4. 1 堀田　正生 委 嘱
称号付与

講師（客員教授）
情報・エレクトロニク
ス系部門

－

H27. 4. 1 大和田秀二 委 嘱
称号付与

講師（客員教授）
附属サステイナブル材
料国際研究センター

－

H27. 4. 1 澤田　賢治 委 嘱
称号付与

講師（客員教授）
附属サステイナブル材
料国際研究センター

－

H27. 4. 1 柴山　　敦 委 嘱
称号付与

講師（客員教授）
附属サステイナブル材
料国際研究センター

－

H27. 4. 1 冨山　哲男 委 嘱
称号付与

講師（客員教授）
人間・社会系部門

－

H27. 4. 1 中村　　崇 委 嘱
称号付与

講師（客員教授）
附属サステイナブル材
料国際研究センター /
非鉄金属資源循環工学
寄付研究部門

－

H27. 4. 1 山口　勉功 委 嘱
称号付与

講師（客員教授）
附属サステイナブル材
料国際研究センター

－

H27. 4. 1 天野　　肇 委 嘱
称号付与

講師（客員教授）
附属次世代モビリティ
研究センター

－

H27. 4. 1 伊藤　哲朗 委 嘱
称号付与

講師（客員教授）
都市基盤安全工学国際
研究センター

－

H27. 4. 1 宿谷　昌則 委 嘱
称号付与

講師（客員教授）
人間・社会系部門

－

H27. 4. 1 寒川　哲臣 委 嘱
称号付与

講師（客員教授）
光電子融合研究セン
ター

－

H27. 4. 1 CHUNG, 
Edward

委 嘱
称号付与

講師（客員教授）
附属次世代モビリティ
研究センター

－



13生研ニュース　No.154

発令年月日 氏　　名 異動内容 新職名・所属 旧職名・所属
H27. 4. 1 土橋　　浩 委 嘱

称号付与
講師（客員教授）
都市基盤安全工学国際
研究センター

－

（寄付研究部門等）

発令年月日 氏　　名 異動内容 新職名・所属 旧職名・所属
H27. 4. 1 志村　　努 兼 務 特任教授

ニコンイメージングサ
イエンス寄付研究部門

教授
附属光電子融合研究セ
ンター

H27. 4. 1 前田　正史 兼 務 特任教授
非鉄金属資源循環工学
寄付研究部門

教授
附属サステイナブル材
料国際研究センター

H27. 4. 1 岡部　　徹 兼 務 特任教授
非鉄金属資源循環工学
寄付研究部門

教授
附属サステイナブル材
料国際研究センター

H27. 4. 1 酒井　康行 兼 務 特任教授
炎症・免疫制御学社会
連携研究部門

教授
物質・環境系部門

H27. 4. 1 野城　智也 兼 務 特任教授
建物におけるエネル
ギー・デマンドの能動・
包括制御技術社会連携
研究部門

教授
人間・社会系部門

H27. 4. 1 大岡　龍三 兼 務 特任教授
建物におけるエネル
ギー・デマンドの能動・
包括制御技術社会連携
研究部門

教授
人間・社会系部門

（特任教員）

発令年月日 氏　　名 異動内容 新職名・所属 旧職名・所属
H27. 3.24 西田　祐也 辞 職 特任助教

九州工業大学
特任助教

H27. 3.31 黒﨑　　明 任期満了 － 特任教授（特定短時間）
H27. 3.31 MIHALJEVIC  

MIODRGU
任期満了 － 特任講師

H27. 3.31 原　祥太郎 任期満了 准教授
千葉工業大学工学部機
械サイエンス学科

特任講師

H27. 3.31 原　　裕介 任期満了 特任助教（特定短時間） 特任講師
H27. 3.31 香取　勇一 任期満了 准教授

公立はこだて未来大学
特任助教

H27. 3.31 安立美奈子 任期満了 特任研究員（特定短時
間）

特任助教

H27. 4. 1 飯笹　幸吉 採 用 特任教授（特定短時間） 教授
新領域創成科学研究科

H27. 4. 1 岩船由美子 採 用 特任教授 准教授
附属エネルギー工学連
携研究センター

H27. 4. 1 増渕　　覚 採 用 特任助教 特任助教
ナノ量子情報エレクト
ロニクス研究機構

H27. 4. 1 佐藤　隆昭 採 用 特任助教 特任研究員
H27. 4. 1 吉武　　舞 任 命 特任助教 特任研究員

（特任研究員）

発令年月日 氏　　名 異動内容 新職名・所属 旧職名・所属
H27. 3.15 安達　亜希 辞 職 特任研究員（特定短時

間）
特任研究員

H27. 3.15 岩沢こころ 辞 職 Technical Development
株式会社UL Japan

特任研究員

H27. 3.16 鈴木　慎一 採 用 特任研究員 プロセスエンジニア
株式会社ティーイーア
イソリーションズ

H27. 3.31 中村　正明 任期満了 特任研究員（特定短時
間）

特任研究員

H27. 3.31 杉松　治美 任期満了 特任研究員（プロジェ
クト変更）

特任研究員

H27. 3.31 石束　真典 任期満了 特任研究員（プロジェ
クト変更）

特任研究員

H27. 3.31 付　　　乾 任期満了 助教授
中国重慶大学

特任研究員

H27. 3.31 須賀比奈子 任期満了 － 特任研究員
H27. 3.31 佐藤　隆昭 任期満了 特任助教 特任研究員
H27. 3.31 許　　立達 任期満了 外国人特別研究員

日本学術振興会
特任研究員

H27. 3.31 肖　　文晋 任期満了 － 特任研究員
H27. 3.31 PANG YUAN 任期満了 － 特任研究員
H27. 3.31 内海　信幸 任期満了 特任研究員（プロジェ

クト変更）
特任研究員

H27. 3.31 小高　　暁 任期満了 特任研究員（プロジェ
クト変更）

特任研究員

H27. 3.31 加藤亜矢子 任期満了 － 特任研究員

発令年月日 氏　　名 異動内容 新職名・所属 旧職名・所属
H27. 3.31 八木田克英 任期満了 特任研究員（プロジェ

クト変更）
特任研究員

H27. 4. 1 久保　　淳 採 用 特任研究員 博士後期課程
大学院工学系研究科機
械工学専攻

H27. 4. 1 田島　暢夫 採 用 特任研究員 特別研究員
独立行政法人物質・材
料研究機構

H27. 4. 1 志村　敬彬 採 用 特任研究員 博士後期課程
大学院工学系研究科機
械工学専攻

H27. 4. 1 HSIAO, AMY 
YU CHING

採 用 特任研究員 外国人特別研究員
日本学術振興会

H27. 4. 1 服部　純子 採 用 特任研究員 特任研究員（特定短時
間）

H27. 4. 1 竹内　　潔 採 用 特任研究員 主任技師
ルネサンスエレクトロ
ニクス株式会社

H27. 4. 1 杉山　友樹 採 用 特任研究員 特任研究員
総合文化研究科

H27. 4. 1 竹村　幸敏 採 用 特任研究員 特別研究員
帝京平成大学　薬学部

H27. 4. 1 今中　正輝 採 用 特任研究員 特任研究員（特定短時
間）
新領域創成科学研究科

H27. 4. 1 K IM  J AE 
HO

採 用 特任研究員 準博士研究員

H27. 4. 1 中園　悦子 採 用 特任研究員 特任研究員（特定短時
間）

H27. 4. 1 杉松　治美 採 用 特任研究員（プロジェ
クト変更）

特任研究員

H27. 4. 1 石束　真典 採 用 特任研究員（プロジェ
クト変更）

特任研究員

H27. 4. 1 江尻　賢治 採 用 特任研究員 博士後期課程
茨城大学大学院理工学
研究科生産科学専攻

H27. 4. 1 松田　匠未 採 用 特任研究員 博士後期課程
大学院新領域創成科学
研究科海洋技術環境学
専攻

H27. 4. 1 亀谷　幸憲 採 用 特任研究員 Post Doctor 
Linné FLOW Centre, 
KTH Royal Institute of 
Technology

H27. 4. 1 堀口　一樹 採 用 特任研究員 博士後期課程
大学院工学系研究科バ
イオエンジニアリング
専攻

H27. 4. 1 小高　　暁 採 用 特任研究員（プロジェ
クト変更）

特任研究員

H27. 4. 1 内海　信幸 採 用 特任研究員（プロジェ
クト変更）

特任研究員

H27. 4. 1 矢野　寿洋 採 用 特任研究員 特任研究員（特定短時
間）

H27. 4. 1 八木田克英 採 用 特任研究員（プロジェ
クト変更）

特任研究員

H27. 4. 1 吉武　　舞 任 命 特任助教 特任研究員

（特任専門員）

発令年月日 氏　　名 異動内容 新職名・所属 旧職名・所属
H27. 3.31 西村　　薫 任期満了 特任専門員

リサーチ・マネジメン
ト・オフィス

特任専門員
リサーチ・マネジメン
ト・オフィス

H27. 4. 1 西村　　薫 採 用 特任専門員
リサーチ・マネジメン
ト・オフィス

特任専門員
リサーチ・マネジメン
ト・オフィス

（学術支援専門職員）

発令年月日 氏　　名 異動内容 新職名・所属 旧職名・所属
H27. 3.31 松永真由美 任期満了 学術支援専門職員（プ

ロジェクト変更）
学術支援専門職員

H27. 3.31 小笠原早苗 任期満了 学術支援専門職員（プ
ロジェクト変更）

学術支援専門職員

H27. 4. 1 松永真由美 採 用 学術支援専門職員（プ
ロジェクト変更）

学術支援専門職員

H27. 4. 1 小笠原早苗 採 用 学術支援専門職員（プ
ロジェクト変更）

学術支援専門職員

H27. 4. 1 岩本　慶子 採 用 学術支援専門職員 学術支援職員
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（学術支援職員）

発令年月日 氏　　名 異動内容 新職名・所属 旧職名・所属
H27. 3.31 岩本　慶子 任期満了 学術支援専門職員 学術支援職員
H27. 4. 1 青柳　星見 採 用 学術支援職員 学術支援専門職員（特

定短時間）
H27. 4. 1 小田　浩人 採 用 学術支援職員 研究補助員

法政大学マイクロテク
ノロジー研究センター

H27. 4. 1 森田　眞理 採 用 学術支援職員 産学官連携技術員
東京工業大学量子ナノ
エレクトロニクス研究
センター

H27. 4. 1 岩瀬代志恵 採 用 学術支援職員 特任専門職員（特定短
時間）

（育児休業変更等）

発令年月日 氏　　名 異動内容 新職名・所属 旧職名・所属
H27. 4. 1 長井奈緒美 育児休業

期間満了
復 帰

特任研究員 －

生産技術研究所　技術系等
（退職）

発令年月日 氏　　名 異動内容 新職名・所属 旧職名・所属
H27. 3.31 高間　信行 定年退職 再雇用教職員

機械・生体系部門
技術専門員
機械・生体系部門

（所内異動）

発令年月日 氏　　名 異動内容 新職名・所属 旧職名・所属
H27. 4. 1 長谷川仁則 昇 任 技術専門員

情報・エレクトロニク
ス系部門

技術専門職員
情報・エレクトロニク
ス系部門

H27. 4. 1 高野　早苗 昇 任 技術専門員
物質・環境系部門

技術専門職員
物質・環境系部門

H27. 4. 1 谷田貝悦男 昇 任 技術専門員
試作工場

技術専門職員
試作工場

H27. 4. 1 針谷　耕太 昇 任 技術専門職員
基礎系部門

技術職員
基礎系部門

H27. 4. 1 矢口　光一 昇 任 技術専門職員
試作工場

技術職員
試作工場

（採用）

発令年月日 氏　　名 異動内容 新職名・所属 旧職名・所属
H27. 4. 1 大澤　崇行 採 用 技術職員

機械・生体系部門
部員
ＪＦＥスチール（株）
西日本製鉄所

H27. 4. 1 水野　晴之 採 用 技術職員
電子計算機室

特任専門職員（特定短
時間）
電子計算機室

H27. 4. 1 涌井　勇輔 採 用 技術職員
試作工場

－

（再雇用）

発令年月日 氏　　名 異動内容 新職名・所属 旧職名・所属
H27. 3.31 千原　正男 再 雇 用

任期満了
－ 再雇用教職員

基礎系部門
H27. 3.31 瀬川　茂樹 再 雇 用

任期満了
－ 再雇用教職員

機械・生体系部門
H27. 3.31 小駒　幸江 再 雇 用

任期満了
－ 再雇用教職員

人間・社会系部門
H27. 3.31 小野寺　章 再 雇 用

任期満了
－ 再雇用教職員

試作工場
H27. 4. 1 高間　信行 再 雇 用

採 用
再雇用教職員
機械・生体系部門

技術専門員
機械・生体系部門

H27. 4. 1 滑川　敏夫 再 雇 用
任期更新

再雇用教職員
試作工場

－

H27. 4. 1 板倉　　博 再 雇 用
任期更新

再雇用教職員
機械・生体系部門

－

H27. 4. 1 高橋　岳生 再 雇 用
任期更新

再雇用教職員
人間・社会系部門

－

（休職）

発令年月日 氏　　名 異動内容 新職名・所属 旧職名・所属
H27. 4. 1 菊本　裕一 休職更新 技術専門員

試作工場
－

生産技術研究所　事務等
（学内異動（出））

発令年月日 氏　　名 異動内容 新職名・所属 旧職名・所属
H27. 4. 1 松井　正一 配 置 換 課長

人事部労務・勤務環境
課

総務課長／総務課研究
環境調整室長

H27. 4. 1 伊熊　正則 配 置 換 係長
国際部国際企画課総務
チーム

総務課係長（総務課研
究環境調整室安全衛生
チーム）／研究環境調
整室安全衛生チーム
リーダー

H27. 4. 1 高角　敦子 昇 任 主任
理学系研究科等事務部
総務課総務チーム（人
事担当）

総務課一般職員（人事・
厚生チーム）

H27. 4. 1 田邉　咲子 配 置 換 一般職員
本部監査課

総務課一般職員（人事・
厚生チーム）

H27. 4. 1 伊與泉文彰 配 置 換 一般職員（国際協力員）
国際部国際企画課（国
際学術交流研修）

総務課一般職員（総務・
広報チーム）

H27. 4. 1 稲垣あずみ 配 置 換 一般職員
人事部人材育成課能力
開発チーム

総務課一般職員（国際
交流チーム）

H27. 4. 1 牧迫　結美 配 置 換 一般職員
医学部・医学系研究科
外部資金係

経理課一般職員（予算
執行チーム）

（学内異動（入））

発令年月日 氏　　名 異動内容 新職名・所属 旧職名・所属
H27. 4. 1 宮﨑　敏朗 昇 任 総務課長／総務課研究

環境調整室長
副課長
人事部人材育成課

H27. 4. 1 三澤　純子 昇 任 経理課副課長（連携研
究支援室副室長）／連
携研究支援室企画チー
ムリーダー

係長
医科学研究所研究支援
課外部資金戦略チーム

H27. 4. 1 林　恵利子 昇 任 総務課係長（総務課研
究環境調整室安全衛生
チーム）／研究環境調
整室安全衛生チーム
リーダー

主任
環境安全衛生部環境安
全課安全企画チーム

H27. 4. 1 吉田　健彦 配 置 換 総務課主任（図書チー
ム）／図書チームサブ
リーダー

主任
農学系研究科総務課図
書チーム

H27. 4. 1 渡辺　周吾 配 置 換 総務課主任（総務・広
報チーム）

主任
物性研究所総務係

H27. 4. 1 福嶋ひとみ 配 置 換 総務課一般職員（人事・
厚生チーム）

一般職員
本部国際企画課国際企
画Ｂチーム

H27. 4. 1 内海　晴香 配 置 換 総務課一般職員（研究
総務チーム）

一般職員
経理部経理課資金運用
チーム

H27. 4. 1 橋本　貴之 配 置 換 経理課一般職員（予算
執行チーム）

一般職員
本部人事給与課給与制
度チーム

（採用）

発令年月日 氏　　名 異動内容 新職名・所属 旧職名・所属
H27. 4. 1 山元　隆佑 採 用 総務課一般職員（人事・

厚生チーム）
－

H27. 4. 1 犬飼　真奈 採 用 総務課一般職員（国際
交流チーム）

－

（所内移動）

発令年月日 氏　　名 異動内容 新職名・所属 旧職名・所属
H27. 4. 1 寺岡　依里 昇 任 総務課主任（総務・広

報チーム）
総務課一般職員（総務・
広報チーム）

H27. 4. 1 森　　裕太 命 経理課係長（連携研究
支援室企画チーム）／
企画チームサブリー
ダー

経理課係長（連携研究
支援室企画チーム）

H27. 4. 1 尾崎　正明 命 経理課係長（連携研究
支援室執行チーム）

経理課係長（最先端研
究開発支援室経理支援
チーム）

（再雇用）

発令年月日 氏　　名 異動内容 新職名・所属 旧職名・所属
H27. 3.31 林　　美郷 再 雇 用

任期満了
－ 再雇用教職員

千葉実験所事務室
H27. 4. 1 菅野　耕二 再 雇 用 再雇用教職員

千葉実験所事務室
副事務長
新領域創成科学研究科

H27. 4. 1 金丸　敏眞 再 雇 用
任期更新

再雇用教職員
経理課予算執行チーム

－
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（育児休業変更等）

発令年月日 氏　　名 異動内容 新職名・所属 旧職名・所属
H27. 4. 1 加藤　牧子 育児休業

期間変更
主任
総務課人事・厚生チー
ム

－

（臨時的採用）

発令年月日 氏　　名 異動内容 新職名・所属 旧職名・所属
H27. 4. 1 佐藤　志保 臨 時 的

採 用
一般職員
総務課総務・広報チー
ム

事務補佐員
総務課総務・広報チー
ム

H27. 4. 1 武藤　恒子 任期更新 一般職員
総務課人事 ･ 厚生チー
ム

－

■昇任・着任のご挨拶
機械・生体系部門　特任教授

飯笹　幸吉

　はじめまして、特任教授の飯笹幸吉と
申します。
　これまで新領域創成科学研究科におい
て教育研究に携わっておりました。4月より日本周辺海域
の海底鉱物資源、とくに金、銀、銅、レアメタルなどを伴っ
ている海底熱水鉱床の調査研究を機械・生命系部門で引き
続き実施することとなりました。海底の地質構造を理解す
ることで効率的な鉱床探査手法の構築を行い、潜在鉱物資
源量の確保を皆様とともに目指していきたいと考えており
ます。

総務課長

宮﨑　敏朗

　４月 1日付けで、本部人材育成課から
着任いたしました。
　東大勤務のスタートが当時六本木にあ
りました生研で、今回約 20 年振り２度目の勤務となりま
す。広大な建物内の研究室や会議室等の把握にやや戸惑う
日々ですが、一日でも早く職場環境に慣れるよう努めたい
と思います。
　生研の研究教育活動は学内外において常に注目されてい
る印象を抱いており、その一員として少しでもお役に立て
るよう、皆様方にご指導いただきながら精進していきたい
と思っておりますので、どうぞよろしくお願い申し上げま
す。

高次協調モデリング客員部門　客員教授

笠井　秀明

　原子核と電子の世界から物質の性質を
明らかにし、新機能を持つ構造材料デバ
イスをつくる量子テクノロジーの時代を
迎えています。エネルギー、環境、安心、安全、持続性が
これからの時代のキーワードとなるでしょう。それらは、
すべてが繋がり、リンクしながら解決の糸口を探る時代に
突入していると感じます。その一助となるべく、量子テク
ノロジーの活用を広めていくのが私の役割と自負しており
ます。この時代を拓くデザイナーマテリアルをアカデミア
や産業界にご紹介していきたいと考えています。
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■受賞　教員
所属・研究室 職・氏名 受賞名・機関 受賞項目 受賞日

人間・社会系部門
沖 ( 大 ) 研究室

助　教
　Hyungjun Kim（金炯俊）

大賞（最優秀賞）
未来創造科学部（大韓民国 国家行政
機関）

ビッグコンテスト 2014 2014.11. 5

人間・社会系部門
沖研究室

教　授　　　　沖　大幹
受託研究員
　　　　　矢野　伸二郎

日本 LCA 学会論文賞
日本 LCA 学会

日本 LCA 学会誌および掲載誌に掲載され
た原著論文の中から特に優れた論文に選ば
れた

2015. 3.11

情報・エレクトロ
ニクス系部門
年吉研究室（平本
研）

教　授　　　平本　俊郎
教　授　　　年吉　　洋
助　手　　　更屋　拓哉

第 31 回「センサ・マイクロマシンと
応用システム」シンポジウム第 6 回集
積化 MEMS シンポジウム優秀論文賞
応用物理学会 MEMS 技術研究会

画素並列信号処理を行う撮像デバイスの実
現に向けた 3 次元集積回路の試作と評価

2015. 3.12

情報・エレクトロ
ニクス系部門
年吉研究室（平本
研）

教　授　　　平本　俊郎
教　授　　　年吉　　洋
助　手　　　更屋　拓哉

応用物理学会シリコンテクノロジー文
科会論文賞
応用物理学会シリコンテクノロジー文
科会

3-D Silicon-on-Integrated Circuits With 
NFET and PFET on Separate Layers 
Using Au/SiO₂ Hybrid Bonding IEEE 
Transactions on Electron Devices 61,2886-
2892(2014)

2015. 3.13

物質・環境系部門
徳本研究室

講　師　　　徳本　有紀 日本物理学会第 9 回若手奨励賞
日本物理学会

Dislocation structure in AIN fi lms induced 
by in situ TEM nanoindentation,J.Appl.
Phys.112(2012)093526,Formation and 
evolution of misoriented grains in a-plane 
oriented gallium nitiride layers,Mater.
Trans.53(2012)1881-1884,Fabrication 
of electrically conductive nanowires us-
ing high-density dislocations in AIN thin 
fi lms,J.Appl.Phys.103(2109)124307.

2015. 3.21

機械・生体系部門
岡部（洋）研究室

特任研究員　　呉　　奇 工学系研究科長賞
東京大学大学院工学系研究科

受賞者の東京大学大学院工学系研究科シス
テム創生学専攻博士課程における研究業績
に対して

2015. 3.24

A W A R D S

■学生　受賞
所属・研究室 学年・名前 受賞名・機関 受賞項目 受賞日

人間・社会系部門
竹内（渉）研究室

修士課程 2 年
堅山　直樹

WEBCON Bronze Prize on the 35th 
Asian Conference on Remote Sensing
As i a n  As s o c i a t i o n  o n  Remo t e 
Sensing(AARS)

3D visualization of livability and population 
using WebGL

2014.10.28

人間・社会系部門
竹内（渉）研究室

博士課程 2 年
Li Xi

STUDENT AWARDS
As i a n  A s s o c i a t i o n  o n  R emo t e 
Sensing(AARS)

Flood Analysis and Forecasting by Spatio-
Temporal Data Mining

2014.10.31

機械・生体系部門
藤井研究室

修士課程 2 年
　　　　　　大寺　貴裕

2014 年度計測自動制御学会学会賞学術
奨励賞　研究奨励賞
計測自動制御学会

口頭発表
マイクロハイドローリスクに基づくソフト
アクチュエータの開発

2015. 2.20

人間・社会系部門
関本研究室

修士課程 1 年
　　　　　長谷川　遥子

アプリケーション部門　銀賞
社会基盤情報流通推進協議会

How Will My City Aff ect Me? 2015. 2.28

人間・社会系部門
関本研究室

修士課程 1 年
　　　　　長谷川　遥子

水戸市長特別賞
社会基盤情報流通推進協議会

How Will My City Aff ect Me? 2015. 2.28

情報・エレクトロ
ニクス系部門
平川研究室

博士課程 3 年
ZHANG Ya

第 37 回（2014 年秋季）応用物理学会
　講演奨励賞
応用物理学会

Terahertz intersublevel transitions in single 
self-assembled InAs quantum dots with 
variable electron numbers

2015. 3.11

基礎系部門
芦原研究室

博士課程 2 年
　　　　　　　草　史野

応用物理学会講演奨励賞
応用物理学会

第 75 回応用物理学会秋季学術講演会での
発表

「中赤外超短パルスを用いた金ナノロッド
からの光電界電子放出」

2015. 3.11

機械・生体系部門
金研究室

博士課程 4 年
辺　益周（BYUN,Ikjoo)

東京大学工学系研究科長賞（平成 26
年度修了、博士学位）
東京大学工学系研究科

博士研究最優秀、工学系研究科長賞 2015. 3.24
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A W A R D S
■受賞のことば
人間・社会系部門　
竹内（渉）研　修士課程 2年

堅山　直樹

　この度は35th Asian Conference 
o n  R e m o t e  S e n s i n g に て
WEBCON Bronze Prize をいただ
き、大変光栄に思います。本研究
では、卒業論文の成果である世界
の居住性と人口密度との関係を可視化する、3D の Web コ
ンテンツを作成しました。発表ではプレゼンテーションと
パソコン上でのデモを行い、複数の GIS データを同時に
表現する手法として多くの方々に関心を持っていただけま
した。今回の受賞を励みにさらに努力を重ねていきたいと
思います。ご指導賜りました竹内渉准教授をはじめ、ご協
力いただいた皆様に深く御礼申し上げます。

人間　社会系部門　
竹内（渉）研究室　博士課程 2年

李　　　曦

　この度は、第 35 回 ACRS にお
いて、学生賞をいただき、大変光
栄に思います。本発表では、リモー
トセンシングを基づいて、2002
年から 2011 年におけるマイクロ
ウェーブ放射計 AMSR-E より引き出された LSWC デー
タベースを分析することによって、グローバルスケールで
洪水イベントを探知し、大規模の洪水パタンを早く明らか
にすることを報告しました。受賞にあたり、ご指導いただ
きました竹内渉先生をはじめ、研究生活を支えてくださっ
て研究室の皆様に心から感謝いたします。この受賞を励み
に、今後も研究に精進したいと思います。

人間・社会系部門　
関本研究室　修士課程 1年

長谷川瑶子

　オープンデータチャレンジイベ
ントである UDC2014 にてアプリ
ケーション部門銀賞、および水戸
市長特別賞という貴重な賞を賜
り、大変光栄に思います。簡易な
都市シミュレーションを通して、市民に対し“2040 年、
あなたのまちと暮らしはこうなる”という推定結果を示す
ツールを開発し、発表しました。都市計画を行う行政と市
民のコミュニケーションの活性化を目的としたツールです
が、少なからず自治体の方々に好意的なご意見をいただけ
たことが励みになりました。ご指導賜りました関本准教授
をはじめ、ご協力いただいた皆様に深く御礼申し上げます。

基礎系部門　
志村・芦原研究室　特別研究学生

草　史野

　第 75 回応用物理学会秋季学術
講演会にて研究発表を行い、第
37 回応用物理学会講演奨励賞を
受賞いたしました。本研究では、
金ナノロッド構造のプラズモン共
鳴と、赤外超短パルスを組み合わせることにより、ナノ空
間に局在した電磁場をつくりだし、金属ナノ構造からの光
電界放出を実現しました。滞在を受け入れて下さいました、
ドイツ、ゲッティンゲン大学の Claus Ropers 教授、一緒
に実験を進めてくれた Katharina Echternkamp さん、他研
究室メンバーに厚くお礼を申し上げます。また、日頃より
指導し、励ましてくれる、芦原聡准教授に感謝申し上げま
す。

情報・エレクトロニクス系部門
平川研究室　博士課程 3年

ZHANG Ya

　It was my great pleasure to 
receive the “young scientist 
p r e s e n t a t i o n  award” f o r  a 
presentation at the 75th JSAP 
Au t um n  Me e t i n g .  P r o b i n g 
nanostructure electronics by using 
long-wavelength terahertz (THz) wave has been considered 
as one of the big challenges in the THz technologies.  Our 
group has been focusing on this topic and recently got a 
breakthrough. We have provided, for the first time, an 
experimental method to perform THz spectroscopy on 
nm-scale systems with a good S/N ratio, sufficient for 
detailed discussions on the electronic structures in the 
quantum dots.  The presentation based on this research 
has attracted lots of interests and discussions at the 
JSAP meeting. This award has motivated me to study 
nanostructure physics more deeply and make them more 
benefi cial to our society.
　I would like to thank my colleagues for their great 
collaborations. Particularly, I would like to thank Prof. 
Hirakawa for his great work in supervising this whole 
research.
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部分拡大図部分拡大図
マンハッタン全景

東京大学（医科研・生研）がニューヨーク・オフィスを開設しました。

ぜひご利用ください!

★セントラルパークに隣接した好立地
★ワークエリアでのWi-Fi（無線LAN）、電話、FAX、コピー機が利用可能
★ミーティングルームでの会議、小規模集会が可能
★在NY邦人の集う会員制クラブ「日本クラブ」が同じビルにあります。

所在地  ： ニューヨーク市西57丁目145号 日本クラブタワー21階
利用可能時間 ： 平日9:00～17:00 （時間外、土日祝日の利用は要相談）
利用対象者 ： 東京大学の教職員および学生
（両研究所の所属に限らずご利用になれますのでご相談ください。）
利用申込み先 ： 生産技術研究所総務課国際交流チーム
電話 03-5452-6005／メール utny@iis.u-tokyo.ac.jp

小規模集会の開催 留学希望者への対応 学生向け短期プログラムの実施拠点

米国の大学・企業等との連絡拠点 米国の大学等を訪問する教職員の短期利用
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第 11回東京大学駒場キャンパス
技術発表会発表者募集について

　技術職員等による第 11 回東京大学駒場キャンパス技術

発表会の発表者を募集いたします。

　技術職員が日常業務で携わっている実験装置やソフトウ

エアの開発、維持管理から改善、改良の話題に及ぶ広範囲

な技術的研究支援活動から得られた成果のみならず、研究・

開発しようと思った動機や研究・開発途中に発生した困難

をどのように克服してきたか、あるいは失敗例についても

参加者全員で討論できるような技術にかかわる内容などを

募集いたします。

　また個別研修や全学研修の報告、定年を迎える方が技術

職員に伝えたいことや技術職員としての集大成、また若手

技術職員の仕事内容の見直し報告、あるいは再雇用熟練技

術職員が今まで身につけた技術の公開等、職務上の技術問

題に限定せず、技術職員等の能力向上に役立つものであれ

ば、どのような分野でも歓迎いたします。

みなさまの積極的な応募をお待ちしております。ご応募は

下記実行委員へお願いいたします。

第 11回東京大学駒場キャンパス技術発表会実行委員会

募　集　要　項
開 催 日：2015 年 10月 14日（水）
場　　所：駒場コンベンションホール（An棟　２階）
応募資格：技術職員、助手、助教、事務職員等
発表形式：口頭発表（20～ 30分）、誌上発表
応募〆切：2015 年 7 月 3 日（金）
応 募 先：（第 1部）小山　省司（56116）／（第 2部）上村　光宏（56219）
　　　　　（第 3部）高橋　巧也（56277）／（第 4部）高野　早苗（56344）
　　　　　（第 5部）西川　　功（58172）／（試作）三澤　　徹（56454）
　　　　　（共通）　 北原　直尚（56639）／（教養）中嶋　佑奈（46063）
　　　　　（教養）　 吉田　　薫（46060）

　　　　　実行委員長　　坂巻　　隆　tel　03-5452-6489　sakamaki@iis.u-tokyo.ac.jp

I N F O R M A T I O N
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ブルネルの町　ブリストル

　英国ブリストルに来たのは 2014 年 9 月ですので、も
う７か月が過ぎました。私はブリストル大学の土木工学
科の客員研究員として、地盤工学分野の最先端の実験機
である立方体セル載荷試験装置を用いた研究を行ってい
ます。家族と過ごすブリストルでの生活は日本に比べれ
ば大分穏やかですが、公私ともに充実した日々を送る分、
時間はあっという間に過ぎていきます。しかし、そのよ
うな落ち着いた生活を打ち破るように、ネパールで大き
な地震が発生しました。今はこの地震による被害調査の
ため、カトマンズに向かう機内におります。防災関係者
として直接的・間接的に被災地に貢献できるよう、しっ
かり調査を行ってくる所存です。
　さて、滞在先であるブリストル大学に関する私の印象
ですが、ブリストル大学の工学部は比較的 Industry と
の距離が近く、産業界からの特別教員の講義も頻繁に開
催されております。その点では生研と似たような雰囲気
を感じる一方、こちらでは研究室システムがありません。
その影響か、教員の考え方は学科レベルでかなり統一さ
れており、いかに学科としてよい人材を社会に送り出し
ていくかという点に気を配っているように感じます。ま
た、私が所属している土木工学科は、工学部を構成する
６学科の一つであり、英国の大学の中でも特に優れた学
科であることがその実績からも知られています。私が在
外研究先としてブリストル大学を意識したのも、私が学
部生の頃に影響を受けた教科書が、同大学の教授（Prof. 
Wood, D.M.）によるものだったからでした。Wood 先生
は既に退官されましたが、その流れを引き継いだ若いメ
ンバーに囲まれて、私も多くのことを学ばせていただい
ております。
　また、ブリストルと言えば、産業革命でリバプールや
マンチェスターに差をつけられた古い街という印象もあ
りますが、土木・建築分野の人にとってはブルネルの作
品が多く残る町として知られています。ブルネルはビク
トリア時代の技術者ですが、その偉業により今でも英国
民の尊敬を受けています。彼の作品であるクリフトン吊
り橋（写真）やテンプルミード駅は今でもブリストルの
シンボルになっています。また、ブリストルの港のドッ
クには世界初の鋼鉄製大型蒸気船（今はミュージアム）
がありますが、なんとこの船の設計もブルネルによるも
のです。土木技術者は何でも屋として活躍すべきと昔か
ら言われておりますが、ブルネルには全く及ばないにし
ても、英国での残りの生活では研究の幅を広げることに

も時間を費やし、帰国後の教育・研究に役立てていきた
いと思います。
　最後になりましたが、今回のサバティカルに対して特
定研究奨励助成のご支援をいただきました生産技術研究
奨励会の関係各位、快く長期滞在を許可していただいた
上に多大なご配慮をいただいております基礎系部門をは
じめとする多くの先生方、および長期不在中の研究室を
サポートしていただいておりますスタッフの皆様に心よ
り感謝いたします。

（基礎系部門　准教授　清田　隆）
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F R O N T I E R

ナノ加工で熱の流れを制御する

マイクロナノメカトロニクス国際研究センター　准教授　野村　政宏

　エレクトロニクス、フォトニクス、メカニクス。理系人間で
なくても、どれも一度は聞いたことがあるだろうし、それぞれ
高度に発展した学問・技術であって現代社会を支えている。そ
う遠くない将来、そこにフォノニクスが加わるかもしれない。
物体中の熱はミクロにみると構成原子の振動であり、その伝播
が熱伝導現象である。その振動の伝播をフォノンと呼ばれる粒
子の流れとして捉え、本来の波動的性質も含めて理解し制御す
るための学問・技術がフォノニクスである。デバイス中の熱マ
ネジメントや熱電変換材料開発で重要になるため、その存在感
を増してきている。我々の研究室では、未知の部分を多く残す
ナノ構造中の熱伝導の物理を研究するとともにフォノニクスに
基づいて半導体中の熱流制御を行い、熱電変換材料への応用を
目指した研究を行っている。
　系が大きい場合は熱伝導は拡散現象であるが、どんどん小さ
くしてナノ構造になると話は一変し、構造が熱伝導に影響を与
え出す。すなわち、ナノ加工を施すことで本来材料固有の熱伝
導率を変えることができるとも言える。熱電変換材料は、エネ
ルギー源となる物体間の温度差を維持するために、その熱伝導
率は低いほうが好ましい。そのため、フォノンの輸送をナノ構
造で阻害することで熱電変換効率の向上を狙う研究が盛んに行
われており、我々もスマート社会化の構築に貢献する低環境負
荷なシリコン熱電変換ナノ材料の開発に取り組んでいる。
　また、フォノニクスの学理を形成することが分野にとって重
要であると考えており、熱輸送を原子振動の伝播、すなわち波
動的な描像で捉えることで興味深い物理を探索している。その
一例としてフォノニック結晶を紹介したい。フォノニック結晶
は音波や弾性波に対する周期構造であり、例えば図 1(a) のよ
うなシリコン薄膜に等間隔で円孔を設けた構造である。フォノ
ンは位相をもっているので、この周期性を感じて干渉し伝播が
妨げられたり、遅くなったりする。これは、熱伝導をフォノン
が拡散すると捉える粒子的な描像では説明できない現象であ
り、図 2に示すような構造で実験的に観測されるようになって
きた。そして、本来材料固有である熱伝導率を人工的に制御で
き、ある条件下では図 1(a) のような「完全な」薄膜よりも多
数の孔がある図 1(b) の構造を作ることで、熱の通り道が狭い

にも関わらず、より多くの熱を通すことすら可能なのである。
　フォトニクスでは同様の光に対する周期構造（フォトニック
結晶）でさまざまな物理が実証されてきたが、フォノニクスで
はフォノンが極めて広い振動周波数に温度分布するため現象が
複雑かつ制御が困難である。しかし、どんな科学技術も膨大な
研究の積み重ねによって様々な機能を実現してきており、フォ
ノニクスも社会を支える重要な科学技術としての地位を得る日
がくることを期待して研究に取り組んでいる。

■広報委員会　生研ニュース部会
〒153-8505　東京都目黒区駒場4-6-1
東京大学生産技術研究所
（03）5452-6017  内線56017、56866
■編集スタッフ
大石　岳史・崔　　　琥・長谷川洋介
池内与志穂・本間　裕大・山田　隆治
E-mail：iisnews@iis.u-tokyo.ac.jp
生研ホームページ
http://www.iis.u-tokyo.ac.jp/

　今年は長く寒い日が続き、短い春が去り、
既に夏の暑さと変化が激しい日々が続きます
が皆様如何お過ごしでしょうか。生研ニュー
スの部会長となって２年目となりましたが、
最近はご寄稿いただける原稿も増えて皆様に
は感謝の限りです。今年度から生産研究を始
め、ホームページやデータベースなどが刷新
され広報に力を入れる年となりそうです。生
研ニュースは 20 年以上に渡って変わらない

スタイルで続けていますが、伝統的なスタイ
ルを守りながら、何か新しい要素を加えてい
ければと考えております。皆様からもお気づ
きの点がありましたら忌憚ないご意見をいた
だければ幸いです。

（大石岳史）

■編集後記■
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